
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

①子どもたちの知的好奇心や 

探求心を育てる 

②子育て世帯に対する負担軽減 

③各施設の利用者の増加 

④民間事業者の参入に伴う地域経 

済の活性化 

⑤地域課題の解消 

（佐久地域） 
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            事事事事    業業業業    内内内内    容容容容                                    

    

１ オールマイティパスの制作及び発券 

２ 事業周知のための広告宣伝活動 

３ サービス提供内容 

４ スタンプラリーの実施 

５ 協賛企業店舗の募集 

    

パスを手にする小学１年生パスを手にする小学１年生パスを手にする小学１年生パスを手にする小学１年生    

（事業開始セレモニー）（事業開始セレモニー）（事業開始セレモニー）（事業開始セレモニー）    

    

    

            事事事事    業業業業    効効効効    果果果果                                                                                【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

    

① 子どもたちの知的好奇心や探究心を育てる 

  今まで臼田スタードームに来館したことのない子ど  

もや、昆虫館を何度も利用する子どもがおり、様々なサ 

ービスを無料提供したことにより、親子とのふれあいが  

持たれ子どもの知的好奇心が育まれている。 

  

② 子育て世帯に対する負担軽減 

  宿泊や飲食の無料提供等により、経済的な負担軽減が 

図られている。また、温泉施設では祖父母との利用が多く、仕事等により昼間子どもの面 

倒をみれない親への支援が図られている。 

 

③ 各施設の利用者の増加 

オールマイティパス利用者数 1,339 人（Ｈ27.2.28 現在） 

  （市内児童 990 人、県内児童 192 人、県外児童 157 人） 

  子ども未来館 8月の入館者総数 実績 29,094 人 対 25 比 13.2％増 

  

④ 民間事業者の参入に伴う地域経済の活性化 

  オールマイティ１年事業協賛企業店舗数６件（Ｈ27.2.28 現在） 

  （飲食店４件、宿泊施設及び日帰り入浴施設２件） 

 

 

 

事業名 佐久市オールマイティ 1 年生事業 

事業主体 

（連絡先） 

佐久市 

（佐久市中込 3056 番地 電話 0267-62-2111 内線 222） 

事業区分 （8）その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 2,745,291 円（うち支援金：2,044,000 円） 

 

※地域活性化のための目標・ねら

いに対してどのような効果があっ

たか、項目毎に記載すること。 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 
事業初年度の７月からの開

始であったため、当初見込んだ

発券数 4,000 件には届かなか

ったが、本事業の企画について

は、利用者から良好で継続実施

を望む声もあり、子育て支援施

策の一環として、また、観光交

流の推進に有効な事業である

と判断する。 

 本券を利用し県外から来訪

する家族も多く、本事業をきっ

かけに佐久を知り、施設の有効

利用が図られる観点から考察

すると、一定の効果が得られた

ものと判断する。 

 

⑤ 地域課題の解消 

  オールマイティパス発券数 1,141 件（Ｈ27.2.28 現在） 

  （市内児童 895 件、県内児童 128 件、県外児童 118 件） 

  ※県外児童は、関東方面が最も多く、遠くは滋賀県からの利用もある。 

  ※県外の宿泊家族が未来館や駒場公園プール等様々な施設をめぐるケースもあった。 

 

 

 

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                                                                                                

      今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み                

 

・協賛企業、店舗の増加によるサービス内容の充実 

・広域市町村連携による対象施設拡充の検討 

・軽井沢旅館・ホテルでのパス券の発給事務 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

※今後、事業効果をどうつなげ

ていくか記載すること。 


